
構成資産の集落内などにある
教会堂の見学を希望される皆様へ

〇 教会堂の見学マナー

教会堂は大切な祈りの場ですので、見学マナーを守り、厳粛な雰囲気の中で静かにお過ごしください。

〇 教会堂見学の事前連絡

● 長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産インフォメーションセンター
【出津教会堂、大野教会堂、黒島天主堂、田平天主堂、江上天主堂、旧五輪教会堂、頭ヶ島天主堂】
〒850-0862 長崎市出島町1-1-205（出島ワーフ2階）
TEL.095-823-7650 受付時間／9:３0～17:３0

● おぢかアイランドツーリズム
【旧野首教会】
〒857-4701 北松浦郡小値賀町笛吹郷2791‐13（小値賀港ターミナル内）
TEL.0959-56-2646 受付時間／9:00～18:00

● 九州産交ツーリズム株式会社旅行センター
【﨑津教会】
〒860-0806 熊本市中央区花畑町4-3（太陽生命熊本ビル9階）
TEL.096-300-5535 受付時間／10:00～18:00

構成資産を保護するための寄附のお願い
http://kirishitan.jp/information/donations

人口減少や高齢化が進む中で、教会堂の修復費用の負担が大きな課題となっています。そのため、長崎県では、
皆様からお寄せいただいた寄付の受け皿となる基金を創設し、修復費用を助成しています。

詳しくは、長崎県世界遺産課へお問い合わせいただくか、長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産公式ホーム
ページをご覧ください。

「潜伏キリシタン関連遺産」公式ホームページ
http://kirishitan.jp/

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」に関する情報をまとめて発信する総合ポータルサイトです。

おらしょ ― こころ旅
httpｓ://oratio.jp/

長崎と天草地方には、日野江城跡や田平天主堂など、12の構成資産以外にも日本におけるキリスト教の歴史を語
る上で欠かせない城跡や聖地、集落、教会堂などが数多くあります。

それらを「長崎と天草地方のキリスト教関連歴史文化遺産群」としてウェブサイト「おらしょ―こころ旅」に掲載して
います。心にのこるストーリーや旅コラム、祈りを伝える写真なども定期的に配信していますのでご覧ください。

制作／長崎県世界遺産課
TEL.095-894-3171 FAX.095-894-3485

s38020@pref.ｎagasaki.lg.jp
撮影協力／日暮 雄一、池田 勉
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はら じょう あと

原城跡
ひら ど せい ち しゅう らく

平戸の聖地と集落
あま くさ さき つ しゅう らく

天草の﨑津集落
そと め し つ しゅう らく

外海の出津集落
そと め おお の しゅう らく

外海の大野集落
くろ しま しゅう らく

黒島の集落
の ざき じま しゅう らく あと

野崎島の集落跡
かしら が しま しゅう らく

頭ヶ島の集落
ひさ か じま しゅう らく

久賀島の集落
な る しま え がみ しゅう らく

奈留島の江上集落
おお うら てん しゅ どう

大浦天主堂

せん ぷく

キリシタンが「潜伏」し、
どく じ しん こう ほう

独自に信仰を続ける方
ほう も さく よ

法を模索することを余
ぎ

儀なくされたきっかけと
しま ばら あま くさ いっ き

なる「島原・天草一揆」
しゅ せん じょう あと

の主戦場跡。

かす が しゅう らく やす まん だけ

（春日集落と安満岳）
なか え の しま

（中江ノ島）

しん じん ぐ

身近なものを信心具と
だい よう

して代用することによっ
しん こう じっ せん しゅう らく

て信仰を実践した集落。

ゆ らい せい が

キリスト教由来の聖画
ぞう おが

像をひそかに拝むこと
しん こう じっ せん

によって信仰を実践し
しゅう らく

た集落。

神社にひそかにまつっ
みずか しん こう たい しょう

た自らの信仰対象を
おが しん こう

拝むことによって信仰
じっ せん しゅう らく

を実践した集落。

ひら ど はん まき ば あと さい かい

平戸藩の牧場跡の再開
はつ ち かい たく い じゅう

発地に開拓移住するこ
きょう どう たい い

とによって共同体を維
じ しゅう らく

持した集落。

しん とう せい ち

神道の聖地であった島
かい たく い じゅう

に開拓移住することに
きょう どう たい い じ

よって共同体を維持し
しゅう らく

た集落。

りょう よう ち

病人の療養地として使
かい たく い

われていた島に開拓移
じゅう きょう

住することによって共
どう たい い じ しゅう らく

同体を維持した集落。

ご とう はん したが

五島藩の政策に従って
み かい はつ ち かい たく い

島の未開発地に開拓移
じゅう きょう どう

住することによって共同
たい い じ しゅう らく

体を維持した集落。

え がみ てん しゅ どう しゅう へん

（江上天主堂とその周辺）

せん きょう し せっ しょく

宣教師との接触という、
せん ぷく

「潜伏」が終わるきっか
しん と はっ けん

けとなる「信徒発見」の

場所。

きょう どう たい い じ

共同体を維持するに当
ぶっ きょう しゅうらく はな

たり、仏教集落から離れ
たに あい かい

た海に近い谷間への開
たく い じゅう けい せい

拓移住によって形成され
しゅう らく だい ひょう れい

た集落の代表例。

しん こう

キリスト教が伝わる以前から信仰された山やキリシ
じゅん きょう おが しん こう じっ せん

タンが殉教した島を拝むことによって信仰を実践し
しゅう らく

た集落。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼ ❽ ❾ ❿ ⓫ ⓬

宣教師不在の中で
はぐくまれた

日本独自の
宗教的伝統

な が さ き あ ま く さ ち ほ う せ ん ぷ く か ん れ ん い さ ん

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」は、
き ん きょう せ ん き ょ う し ふ ざ い し ん と う ぶ っ き ょ う

キリスト教禁教による宣教師不在の中、神道や仏教
で ん と う て き し ゅ う き ょ う い っ ぱ ん し ゃ か い か か

などの日本の伝統的宗教や一般社会と関わりながら
し ん こ う せ ん ぷ く で ん と う

信仰を続けた潜伏キリシタンの伝統のあかしとなる
い さ ん ぐ ん

遺産群である。

それらは、国内に宣教師が不在となってキリシタン
せん ぷく じつ せん きょう どう たい

が「潜伏」したきっかけや、信仰の実践と共同体の
い じ おこな さ ま ざ ま こころ

維持のためにひそかに行った様々な試み、そして
せ っ し ょ く て ん き む か

宣教師との接触により転機を迎え、「潜伏」が終わり
こ う せ い し さ ん

を迎えるまでの歴史を物語る12の構成資産から

なる。

これらが長崎と天草地方の半島や離島に点在して
だい こう かい じ だい

いるのは、大航海時代にキリスト教が伝わったアジア
とう たん れっ とう もっと しゅう ちゅう てき

の東端にあたる日本列島の中で、最も集中的に宣教

が行われた場所だからである。
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奈留島の江上集落
（江上天主堂とその周辺）
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外海の大野集落
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外海の出津集落

あま くさ さき つ しゅう らく
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大浦天主堂
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「潜伏キリシタン」とは？
きん きょう き

キリスト教禁教期の17～19世紀の日本

において、社会的には普通に生活しなが
ゆ らい しん こう

らひそかにキリスト教由来の信仰を続け
がく じゅつ てき

ようとしたキリシタンのことを学術的に
せん ぷく

「潜伏キリシタン」と呼ぶ。そして、彼らの
じっ せん どく じ だい しょう おが

「信仰を実践するために独自の対象を拝
こころ きょう どう たい い じ

むという試み」と、「共同体を維持するた
い じゅう さき えら こころ あわ

めに移住先を選ぶという試み」を併せて
せん ぷく でん とう

「 潜 伏 キ リ シ タ ン の 伝 統 」 と 呼 ぶ 。
きん きょう き かい

なお、禁教期よりも前にキリスト教に改
しゅう

宗した人々のことを、同時代の日本では
ゆ らい

ポルトガル語由来の「キリシタン」と呼ん
かい きん

だ。また、キリスト教が解禁となった19世
せん ぷく い

紀後半以降も引き続き潜伏キリシタン以
らい しん こう

来の信仰を続けた人々のことを「かくれ

キリシタン」と呼ぶ。

なが さき し

長崎市

さ せ ぼ し

佐世保市

あま くさ し

天草市

みなみ しま ばら し

南島原市



大浦天主堂

大航海時代を背景に、世界
のキリスト教宣教地の東端
である日本へキリスト教が
伝えられた。

宣教師は、まず大名などの支配階級に接近
し、彼らを介した集団改宗などにより領内
の民衆にキリスト教が広まった。やがて不
足する宣教師に代わり、指導者を中心に自
分たちで信仰を強化、維持するための共同
体が、民衆の間で形成された。

「島原・天草一揆」を
きっかけとして幕府は
鎖国を確立。宣教師の
潜入の可能性のある
ポルトガル船の来航を
禁止し、最後の宣教師
が殉教した。キリシタン
探索が強化される中、
残された民衆は共同
体の指導者を中心に
自分たちで信仰を続
けることを余儀なくさ
れた。

人口増加が問題となっていた外海から、
耕作民の不足する五島列島への移住協
定が藩同士で結ばれた。外海の潜伏キ
リシタンは、自分たちの信仰を続けるた
め、移住先の社会や宗教との折り合い
のつけ方を考慮しつつ移住先を選んだ。

「信徒発見」後、長崎と天草
地方の潜伏キリシタン集落は、
指導者を派遣するなどして
大浦の宣教師と接触し、転機
を迎えた。

キリスト教の解禁後、
それぞれの潜伏キリシ
タン集落では、宣教師
との接触により転機を
迎え、カトリックに復帰
する者、引き続き禁教
期の信仰形態を続け
る者（かくれキリシタ
ン）、仏教や神道へ改
宗する者などに分かれ
た。カトリックに復帰し
た集落に建てられた教
会堂は、「潜伏」が終わ
りを迎えたことを象徴
している。

厳しい探索で日本各地の共同体が摘発され、潜伏キリシタ
ン集落の分布は、長崎と天草地方に縮小。信仰が発覚しな
いよう独自に信仰を実践する方法を模索していった。やが
て幕府も、彼らが信仰を表明しない限り、処罰せず「黙認」
の姿勢をとった。

共同体維持
のための

移住先選地

久賀島
藩の政策により
未開発の地へ

黒島
藩の牧場跡の
再開発地へ

頭ヶ島
病人の療養地
であった島へ

野崎島
神道の聖地

であった島へ

自分たちの信仰を告白

信徒発見 1865年

さまざまな
ものを拝んで
信仰を実践

平戸
（山・島）

出津集落
（聖画像）

大野集落
（神社）

﨑津集落
（身近なもの）

問題が秩序維持内に
おさまっているかぎりは

密告も処罰もしない

黙認

江戸幕府

国外追放 棄 教

江戸幕府の禁教令によって密告の対象と
なったキリシタン大名や武士などの支配
階級は棄教し、宣教師は国外へ追放され、
教会堂は破壊された。しかし、宣教師は
引き続き潜入を試み、信仰を続ける民衆
を指導した。

密告対象 密告対象

棄教強制

拷問

処刑

密告対象ではない

密かに
潜入し指導

共同体の維持

3 4

宣教師不在と
キリシタン「潜伏」の
きっかけ

Ⅰ

潜伏キリシタンが
信仰を実践する
ための試み

Ⅱ

潜伏キリシタンが
共同体を維持する
ための試み

Ⅲ

宣教師との
接触による転機と
「潜伏」の終わり

Ⅳ

武士層

民衆（領民）

1550
ひら ど せん きょう なが さき ち ほう でん らい

ザビエルが平戸で宣教する（長崎地方にキリスト教が伝来）

1562
ひら ど かす が しゅう らく じ ひ くみ

平戸の春日集落に「慈悲の組」が設立される

1563
おお むら すみ ただ よこ せ うら せん れい だい みょう

大村純忠が横瀬浦で洗礼を受ける（日本初のキリシタン大名）

1569
せん きょう し さくら ば ば

宣教師がトードス・オス・サントス教会を長崎の桜馬場に建設する（長崎で最初の教会堂）

1580
あり ま はる のぶ ひ の え じょう

有馬晴信が日野江城で洗礼を受ける

1582
てん しょう けん おう し せつ

天正遣欧使節が長崎から出港する

1587
とよ とみ ひで よし ば て れん つい ほう れい はっ ぷ

豊臣秀吉が伴天連追放令を発布する

1590 天正遣欧使節が長崎に帰着する

1597
にし ざか しょ けい せい じん じゅん きょう

豊臣秀吉が宣教師や信徒ら26名を西坂で処刑する（日本二十六聖人の殉教）

1603
え ど ばく ふ

江戸幕府が開かれる

1604
あり ま はる のぶ はら じょう

有馬晴信が原城を完成させる

1614
きん きょう れい

江戸幕府が全国にキリスト教禁教令を発布する

1622
げん な だい じゅん きょう

宣教師や信徒ら55名が西坂で処刑される（元和の大殉教）

1628
え ふみ

「絵踏」が始まる

1630
てら うけ せい ど

寺請制度が始まる

1637
しま ばら あま くさ いっ き

島原・天草一揆が起こる(～1638)

1639 ポルトガル船の来航を禁止する

1641
ひら ど で じま

オランダ商船を平戸から長崎の出島へ移す
かい きん たい せい さ こく

→海禁体制が確立する（鎖国）

1644 最後の宣教師が殉教し、国内に宣教師が不在となる

1657
おお むら はっ かく こおり くず

大村領内の潜伏キリシタンの存在が発覚する（郡崩れ）

1660
ぶん ご てき はつ ぶん ご くず

豊後で潜伏キリシタンの摘発が始まる（豊後崩れ）

1661
お わり のう び くず

尾張で潜伏キリシタンの摘発がはじまる（濃尾崩れ）

1790
うら かみ うら かみ いち ばん くず

長崎の浦上で潜伏キリシタンの摘発が起こる（浦上一番崩れ）

1797
おお むら はん ご とう はん

大村藩と五島藩の間に農民移住の協定が設立する

1805
あま くさ あま くさ くず

天草で潜伏キリシタンの摘発が起こる（天草崩れ）

1842
うら かみ うら かみ に ばん くず

長崎の浦上で潜伏キリシタンの摘発が起こる（浦上二番崩れ）

1854
にち べい わ しん じょう やく

日米和親条約により開国する

1856
うら かみ うら かみ さん ばん くず

長崎の浦上で潜伏キリシタンの摘発が起こる（浦上三番崩れ）

1859
はこ だて よこ はま

函館、横浜とともに長崎を開港する

1862
れっ せい しき

ローマで日本二十六殉教者の列聖式を行う

1863 パリ外国宣教会の神父2名が横浜から長崎に入る

1864
きょ りゅう ち おお うら てん しゅ どう

居留地の西洋人のために大浦天主堂を建設する

1865
うら かみ おお うら てん しゅ どう しん と はっ けん

浦上の潜伏キリシタンが大浦天主堂で宣教師に信仰を告白する（「信徒発見」）

1867
うら かみ うら かみ よん ばん くず

長崎の浦上で潜伏キリシタンの摘発が起こる（浦上四番崩れ）

1868
めい じ せい ふ ほっ そく こう さつ

明治政府が発足し、改めて禁教の高札を掲示する
ご とう ご とう くず

五島で潜伏キリシタンの摘発が始まる（五島崩れ）

1873
もく にん

寺請制度が廃止され、禁教の高札が取り除かれる（キリスト教の黙認）

→以後、カトリックに復帰した各地の集落に教会堂が建設される

1875
しん がっ こう

大浦天主堂の隣に神学校を建設する

1889
だい にっ ぽん てい こく けん ぽう しん きょう

大日本帝国憲法を発布する（信教の自由を明記する）

1918
ご とう え がみ てん しゅ どう

五島に江上天主堂を建設する

浦上の共同体

外海の共同体

長崎と天草地方の共同体

民衆（領民）

共同体の
指導者が誕生

支配階級を
ターゲットにした宣教

集団改宗

共同体の形成

集団改宗

原城跡

島原・天草一揆

仏教・神道
へ改宗

カトリック
へ復帰

禁教期の
信仰を継続

（かくれキリシタン）

江上集落
など

長崎と天草地方の
潜伏キリシタン集落

長崎と天草地方のキリスト教の歴史
Hidden

Christian Sites
in the Nagasaki

Region

大名

潜伏キリシタン
集落の分布は
長崎と天草地方に
限られていく

リスボン

ゴア

モザンビーク

マラッカ

平戸

宣教師

宣教師不在

海禁体制の
確立

宣教師

宣教師

江戸幕府

江戸幕府

キリシタン大名・武士層

大名・武士層



Ⅱ 潜伏キリシタンが
信仰を実践するための試み

せん きょう し せっ しょく た きび たん さく

日本各地には、宣教師との接触が絶たれた後も、厳しい探索をか
せん ぷく しん こう

いくぐり、社会的には普通に生活しながら「潜伏」して信仰を続ける
せん ぷく

ことを選択した「潜伏キリシタン」が存在した。しかし、17世紀後半に
くず だい き ぼ てき はつ じ けん あい

各地で「崩れ」と呼ばれる大規模な潜伏キリシタンの摘発事件が相
つ れい がい のぞ と だ

次いで発生し、その結果、一部の例外を除き潜伏キリシタンは途絶
せん きょう きょ てん

えた。その例外となった地域がかつての宣教拠点であり、他の地域
そ しき てき き ばん

に比べて長期にわたる宣教師の指導のもとに組織的な信仰の基盤
ととの なが さき あま くさ ち ほう

が整っていた長崎と天草地方であった。これにより、この地方にの
でん とう し さん

み潜伏キリシタンの伝統のあかしとなる資産が残された。

長崎と天草地方の潜伏キリシタンは、自分たちの信仰を続けるた
しゅう らく ない い らい きょう どう たい い じ

めに、それぞれの集落内で16世紀以来の共同体を維持し、宣教師
か せん れい さず みず かた きょう かい れき ちょう かた

に代わって洗礼を授ける「水方」、および教会暦をつかさどる「帳方」
やく しょく し どう しゃ

など、役職を担当する指導者を中心にキリシタンの信仰にかかわる
ぎ れい ぎょう じ じっ せん

儀礼、行事などを行った。さらに自分たちの信仰を実践するため、
ひら ど せい ち しゅう らく さん がく ぶっ きょう

「平戸の聖地と集落」のようにキリスト教が伝わる以前から山岳仏教
しょ けい おが

信仰の対象であった山やキリシタンの処刑の行われた島を拝んだり、
あま くさ さき つ しゅう らく なり わい ね ざ しん

「天草の﨑津集落」のように生活、生業に根差した身近なものを信
じん ぐ だい よう そと め し つ しゅう らく

心具として代用したり、「外海の出津集落」のようにマリア像などの
せい が ぞう いの そと め おお の しゅう らく

聖画像に対してひそかに祈りをささげたり、「外海の大野集落」のよ
こ らい

うに古来の神社にひそかに自分たちの信仰対象を重ねたりするなど、
いっ けん でん とう てき しゅう きょう どく じ しん こう けい たい

一見すると日本の伝統的宗教のようにみえる独自の信仰形態をは

ぐくんだ。

さらに、250年もの長期間にわたって、キリシタンが「潜伏」し、信
はい けい と し ばく ふ がわ

仰を続けることができた背景には、取り締まりを行う幕府の側に本
みっ こく しょ ばつ もく にん し

人が信仰を表明しない限り密告も処罰もしないなどの「黙認」の姿
せい そん ざい ひ とく もく にん

勢も存在した。潜伏キリシタンによる「秘匿」と社会的な「黙認」との
せつ みょう きん こう

絶妙な均衡のもとに、日本の伝統的宗教や一般社会と関わりながら

自分たちの信仰を続ける潜伏キリシタンの伝統がはぐくまれたので

ある。
おが

上記4つの集落は、潜伏キリシタンが信仰を続けるために、何を拝
じっ せん

むことによって信仰を実践したのかを示す代表的な集落である。

Ⅰ 宣教師不在と
キリシタン「潜伏」のきっかけ

だい こう かい じ だい なか せん きょう し ぼう えき

大航海時代を背景として16世紀半ばに来日した宣教師は、貿易
り じゅん なが さき あま くさ ち ほう りょう しゅ かい しゅう

による利潤を目当てとしていた長崎と天草地方の領主をまず改宗さ
だい みょう かい りょう みん

せた。「キリシタン大名」と呼ばれた彼らを介して、その領民を集団で
りょう ない

改宗させることによって領内にキリスト教を広めていった。そのよう
きょ てん

にして、長崎と天草地方は日本における宣教の拠点となり、改宗し
みん しゅう くみ

た民衆の間には「ミゼリコルディア」、および「コンフラリア」など「組」
しん こう きょう どう たい し どう しゃ

と呼ばれる信仰の共同体がつくられ、それぞれの集落で指導者を
い じ じつ せん

中心に信仰が維持、実践された。
とよ とみ ひで よし とう いつ

16世紀末、豊臣秀吉は日本統一に向けた動きのなかでキリスト教
きん え ど ばく ふ もく にん

を禁じた。17世紀に入り、江戸幕府は当初キリスト教を黙認したも
きん きょう れい つい ほう

のの、1614年に全国的な禁教令のもとに宣教師を国外へと追放し、
きょう かい どう は かい せっ きょく てき

教会堂を破壊した。キリシタン大名など、かつてキリスト教を積極的
し はい かい きゅう き きょう ぶっ きょう

に取り入れた支配階級はいち早く棄教して仏教へと改宗し、ひそか
せん にゅう しん と か こく ごう もん くわ

に潜入する宣教師や彼らをかくまった信徒には過酷な拷問が加えら
しょ けい たん さく し だい

れて処刑された。さらに、一般民衆へのキリシタン探索も次第に強

化されるようになった。
しま ばら あま くさ いっ き こ

1637年には「島原・天草一揆」が起こり、2万人を越える百姓らが
ぶ そう ほう き いっ き ぜい そ しき てき

武装して蜂起した。一揆勢のほとんどはキリシタンであり、組織的に
れん けい はら じょう あと ばく ふ ぐん

連携して原城跡に立てこもったが、幕府軍によりほぼ全員が殺され、
ちん あつ

一揆は鎮圧された。この事件をきっかけとして、江戸幕府は幕府の
ぬす かく じつ はい じょ

目を盗んで新たな宣教師が入国することを確実に排除するため、彼
か のう せい らい こう かい きん たい

らが潜入する可能性のあるポルトガル船の来航を禁止する海禁体
せい さ こく じゅん きょう

制（鎖国）を確立した。その後、1644年に最後の宣教師が殉教する
みちび

と、ついに国内に宣教師はいなくなり、キリシタンは宣教師に導かれ

ることなく自分たち自身で信仰を続けていかなければならなくなっ

た。
はら じょう あと

本資産に含まれる「原城跡」は、海禁体制確立に続く宣教師の不
どく じ も さく

在によって、キリシタンが「潜伏」し、独自に信仰を続ける方法を模索
よ ぎ で き ごと

することを余儀なくされたきっかけとなる出来事が起こった場所で

ある。
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Ⅳ 宣教師との接触による転機と「潜伏」の終わり

せい おう しょ こく あい つ かい こく

1854年、アメリカをはじめとする西欧諸国からの相次ぐ開国の
え ど ばく ふ しも だ はこ だて なが さき

要求を受けて、江戸幕府は下田、および函館を開港した。長崎も
せん きょう し きょ りゅう ち せい よう じん

同年に開港し、長崎へと入った宣教師は居留地に住む西洋人の
おお うら てん しゅ どう た けん せつ ちょく ご

ために「大浦天主堂」を建てた。建設直後の1865年、ひそかに
しん こう せん ぷく しん ぷ

信仰を続けてきた潜伏キリシタンの一人が大浦天主堂の神父に
こく はく しん と はっ けん しょう げき てき

自分たちの信仰を告白した。「信徒発見」と呼ばれるこの衝撃的
で き ごと なが さき あま くさ ち ほう てん き むか

な出来事により、長崎と天草地方の潜伏キリシタンは転機を迎え

ることとなった。
し どう しゃ

その後、各地の潜伏キリシタン集落の指導者は、ひそかに宣教
せっ しょく はか し どう

師との接触を図った。しかし、それぞれの集落では宣教師の指導
か はん だん せま

下に入るのか、これまでの信仰を続けるのかの判断を迫られ、と
たい りつ じ けん はっ てん

きには対立事件にまで発展することもあった。1868年当時、キリ
かい きん

スト教はまだ解禁されていなかったため、潜伏キリシタンである
ひょう めい ふたた きび だん あつ くわ

ことを表明した集落には再び厳しい弾圧が加えられた。

1873年、ついにキリスト教が解禁されると、潜伏キリシタンの

うち宣教師の指導下に入ることを決めた者は、16世紀に伝わっ
ふっ き や しき

たキリスト教であるカトリックへと復帰し、かつての指導者の屋敷
かり せい どう

などを「仮の聖堂」として新たな信仰活動を開始した。その一方、
こば

「かくれキリシタン」のように宣教師の指導下に入ることを拒んだ
しん こう けい たい ざい らい

者は、引き続き自分たちの信仰形態にとどまった。また、在来の
しん とう ぶっ きょう かい しゅう

神道、仏教へと改宗する者もあった。
けい か

解禁から10年が経過した頃から、集落内の「仮の聖堂」などを
いの そ ぼく きょう

祈りの場としていたかつての潜伏キリシタンは、新たに素朴な教
かい どう た

会堂を建て始めた。これらの教会堂は、カトリックの信仰活動が
ふっ かつ きん きょう

復活したことをあらわすだけではなく、2世紀半にもおよぶ禁教
むか

のもとで、長崎と天草地方の各地における「潜伏」が終わりを迎
しょう ちょう てき

えたことを象徴的に示す存在でもあった。

Ⅲ 潜伏キリシタンが
共同体を維持するための試み

おお むら はん にし その ぎ はん とう せい がん そと め

18世紀の終わりになると、大村藩に属する西彼杵半島西岸の外海
ご とう はん きょう てい かい たく い じゅう

地域では人口が増加し、五島藩と大村藩との協定のもとに開拓移住
おこな せん ぷく ふく

が行われた。開拓移住者の中には多くの潜伏キリシタンが含まれて
り とう しゅう らく けい せい

いたことから、新たに離島の各地に潜伏キリシタンの集落が形成され
きょう どう たい い じ

た。潜伏キリシタンは、自分たちの共同体を維持するために移住する
でん とう てき しゅう きょう いっ ぱん しゃ かい お あ

ことを決め、日本の伝統的宗教や一般社会との折り合いをつけること
こう りょ せん たく ひら ど はん まき ば あと ち

を考慮して移住先を選択した。例えば平戸藩の牧場の跡地利用のた
くろ しま しん とう せい ち の ざき じま

め再開発の必要があった黒島、および神道の聖地である野崎島へと
りょう よう ち かしら が しま

入ったほか、病人の療養地として使われていた頭ヶ島、五島藩の政
ひさ か じま

策に沿って未開発地であった久賀島を移住地として選んだ。それら
ぶっ きょう しゅう らく かく ぜつ たに あい けい せい

の集落の多くは、仏教集落から隔絶した海の近くの谷間に形成され
な る しま え がみ しゅう らく かん きょう だい ひょう れい

た。奈留島の江上集落は、そうした移住先の環境を示す代表例である。
くろ しま しゅう らく の ざき じま しゅう らく あと かしら が しま しゅう らく ひさ か じま しゅう らく

「黒島の集落」「野崎島の集落跡」「頭ヶ島の集落」「久賀島の集落」
な る しま え がみ しゅう らく え がみ てん しゅ どう しゅう へん

「奈留島の江上集落（江上天主堂とその周辺）」は、潜伏キリシタンが共

同体を維持するために、どのような場所を移住先として選んだのかを

示す代表的な集落である。

せんじゅうしゃ ぶっきょうと とも かいたく おおびらきしゅうらく

先住者の仏教徒と共に開拓した「大開集落」（構成資産❿）
はん まき ば あと ち かいたく わらべしゅうらく

藩の牧場の跡地を開拓した「蕨集落」（構成資産❼）

撮影／池田 勉

びょうにん りょうよう ち しらはましゅうらく

病人の療養地であった「白浜集落」（構成資産❾）
ご とう れっ とう いち えん すう けい あつ おき の こう じま じん じゃ

五島列島一円から崇敬を集めていた「沖ノ神嶋神社」（構成資産❽）

離島などへ移住

久賀島の集落

黒島の集落
野崎島の集落跡

奈留島の江上集落
(江上天主堂とその主変)

頭ヶ島の集落

外海の大野集落

外海の出津集落

0 10 20 30  40 50 km

え がみ てん しゅ どう

江上天主堂（構成資産⓫）

撮影／池田 勉 撮影／池田 勉

しん と はっけん えが さし え

「信徒発見」を描いた挿画（ヴィリヨン著「日本聖人鮮血遺書）
そう けん じ おおうらてん しゅ どう

創建時の大浦天主堂（構成資産⓬）※(株)長崎文献社提供
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
潜伏キリシタンが共同体
を維持するための試み潜伏キリシタンが

信仰を実践するための試み

宣教師不在と
キリシタン「潜伏」のきっかけ 宣教師との接触による

転機と「潜伏」の終わり

構成資産の位置づけ
Hidden

Christian Sites
in the Nagasaki

Region

離島などへ移住

❷ ❸

❽

❾

⓫

❿

❼ ❻ ❺

❶
五島市 長崎市

天草市

熊本県

長崎県

⓬
新上五島町

小値賀町

平戸市

佐世保市

南島原市

❹

長崎にキリスト教布教
１５６７年

１２の構成資産

❶ 原城跡

❷ 平戸の聖地と集落（春日集落と安満岳）

❸ 平戸の聖地と集落（中江ノ島）

❹ 天草の﨑津集落

❺ 外海の出津集落

❻ 外海の大野集落

❼ 黒島の集落

❽ 野崎島の集落跡

❾ 頭ヶ島の集落

❿ 久賀島の集落

⓫ 奈留島の江上集落（江上天主堂とその周辺）

⓬ 大浦天主堂

サン・フェリペ号事件 1５９６年

独自に信仰を続ける方法を模索する
きっかけとなった場所❶

島原にキリスト教布教
156３年

原城完成 1604年
島原・天草一揆 1637年

日本にキリスト教が伝来
1549年

全国に禁教令 1614年

国内で最後の宣教師が殉教 1644年

日本の開国 1854年

禁教高札撤廃 1873年

大日本帝国憲法成立 １８８９年大村藩と五島藩の間に
農民移住の協定成立 1797年

1600 1637～1641 1700 １800 1865～1873 1900

「潜伏」が終わる
きっかけとなった場所⓬

信徒発見 18６５年
日本二十六聖人の殉教 1597年

18８２年

18９３年

キリスト教由来の
聖画像をひそかに拝む❺

神社にひそかにまつった
自らの信仰対象を拝む❻

外海地域にキリスト教布教
15７１年

18８８年
身近なものを
信心具として代用する❹

﨑津集落にキリスト教布教
1569年

天草崩れ 1805年

領主による禁教 1599年
カトリックへ復帰せず、
禁教期の信仰形態は
時代と共に変容キリスト教が伝わる以前から

信仰された山や、キリシタンが
殉教した島を拝む

❷

❸

平戸にキリスト教布教
15５０年

信徒の処刑
１６２２年、１６２４年

18７９年

18８２年

18８７年

1９１８年

移住先の地勢への適応と
「潜伏」の終焉を示す代表例⓫

五島藩の政策に従い
未開発地へ❿

病人の療養地
であった島へ❾

神道の聖地
であった島へ

❽

18８１年

五島崩れ（牢屋の窄） １８６８年

平戸藩の
牧場跡の再開発地へ

❼

宣
教
師
と
接
触

幕
府
が
海
禁
体
制
（鎖
国
）を
確
立

外
海
地
域
か
ら
五
島
列
島
な
ど
へ
移
住
開
始

「潜
伏
」が
終
焉

キリシタンは、厳し

い探索をかいくぐ

り、「潜伏」して信

仰を続けることを

選択。

独自に信仰を実

践する方法を模

索していった。

外海地域の潜伏キリシタ

ンは、自らの信仰を続け

るため、移住先の社会や

宗教との折り合いの付け

方を考慮しつつ移住先

を選んだ。



❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼

は ら じ ょ う あ と

原城跡

ひ ら ど せ い ち し ゅ う ら く

平戸の聖地と集落 あ ま く さ さ き つ し ゅ う ら く

天草の﨑津集落
そ と め し つ し ゅ う ら く

外海の出津集落
そ と め お お の し ゅ う ら く

外海の大野集落
く ろ し ま し ゅ う ら く

黒島の集落|２|（春日集落と安満岳）

|３|（中江ノ島）

は ら じょう あ と

「原城跡」は、キリシタンが何をきっかけと
せ ん ぷ く しめ

して「潜伏」することになったのかを示す
こ う せ い し さ ん

構成資産である。
き ん きょう せ い さ く は ら じょう

全国的に禁教政策が進む中、原城を主戦場
し ま ば ら あ ま く さ い っ き え ど ば く ふ

として起きた「島原・天草一揆」は、江戸幕府
し ょ う げ き あた せ ん きょう し せん にゅう

に大きな衝撃を与え、カトリック宣教師の潜入
か の う せ い ら い こ う き ん し

の可能性のあるポルトガル船の来航の禁止
こ か い き ん た い せ い さ こ く か く り つ

と2世紀を越える海禁体制（鎖国）の確立、
こ く な い せ ん き ょ う し ふ ざ い じょう きょう

これに続く国内宣教師の不在という状況を

もたらした。

これによってキリシタンは「潜伏」し、自分
し ん こ う じ っ せ ん い じ ゅ う さ き

たち自身でひそかに信仰を実践し、移住先
せ ん た く こころ おこな

を選択するという試みを行っていくことと

なった。

ひ ら ど せ い ち しゅう ら く せ ん ぷ く

「平戸の聖地と集落」は、潜伏キリシタンが
おが し ん こ う じ っ せ ん しめ

何を拝みながら信仰を実践したのかを示す
しゅう らく

4つの集落のうちの一つである。
き ん き ょ う き か す が し ゅ う ら く

禁教期の春日集落の潜伏キリシタンは、
き ん きょう し ょ き し ょ け い おこな

禁教初期にキリシタンの処刑が行われた
な か え の し ま じ ゅ ん き ょ う ち おが せ い す い く

中江ノ島を殉教地として拝み、聖水を汲む

行事を行う場とするとともに、キリスト教が
さ ん が く ぶ っ きょう し ん こ う

伝わる以前から山岳仏教信仰の対象であっ
や す ま ん だ け あわ

た安満岳なども併せて拝むということによっ

て信仰を実践した。
か い き ん ご ふっ き

解禁後もカトリックに復帰することはなく、
きん きょう き い らい

禁教期以来の信仰を実践し続けたが、現在
こ じ ん て き し ん じ ん ぐ まつ

では個人的に信心具を祀る程度になってい

る。

あ ま く さ さ き つ し ゅ う ら く せ ん ぷ く

「天草の﨑津集落」は、潜伏キリシタンが
おが しん こう じっ せん しめ

何を拝みながら信仰を実践したのかを示す
しゅう らく

４つの集落のうちの一つである。
き ん きょう き さ き つ しゅう ら く

禁教期の﨑津集落の潜伏キリシタンは、
だ い こ く て ん え び す し ん か い が ら

大黒天や恵比寿神、アワビの貝殻の内側の
も よ う し ん こ う た い しょう み た

模様をキリスト教の信仰対象に見立てるなど、
ぎょ そ ん と く ゆ う な り わ い ね ざ み ぢ か

漁村特有の生活や生業に根差した身近な
し ん じ ん ぐ

ものをキリシタンの信心具として代用すると

いうことによって信仰を実践した。
か い き ん ご ふっ き き ん きょう き いの

解禁後はカトリックに復帰し、禁教期に祈
り ん せ つ ち きょう か い ど う た

りをささげた神社の隣接地に教会堂を建て
むか

たことにより、彼らの「潜伏」は終わりを迎え

た。

そ と め し つ し ゅ う ら く せ ん ぷ く

「外海の出津集落」は、潜伏キリシタンが
おが し ん こ う じ っ せ ん しめ

何を拝みながら信仰を実践したのかを示す
し ゅ う ら く

４つの集落のうちの一つである。
き ん き ょ う き し つ し ゅ う ら く

禁教期の出津集落の潜伏キリシタンは、
か く ゆ ら い

自分たちの信仰を隠しながらキリスト教由来
せ い が ぞ う おが き ょ う り し ょ き ょ う か い れ き

の聖画像をひそかに拝み、教理書や教会暦

をよりどころとすることによって信仰を実践

した。

また、この地域から多くの潜伏キリシタン
ご と う れ っ と う り と う ぶ い じ ゅ う

が五島列島などの離島部へと移住し、彼ら
きょう ど う た い り と う か く ち

の共同体が離島各地へと広がることになっ

た。
か い き ん ご だ ん か い て き

解禁後、潜伏キリシタンは段階的にカトリッ
ふ っ き の ぞ た か だ い きょう か い ど う た

クに復帰し、集落を望む高台に教会堂を建
むか

てたことにより、彼らの「潜伏」は終わりを迎

えた。

そ と め お お の し ゅ う ら く せ ん ぷ く

「外海の大野集落」は、潜伏キリシタンが
おが し ん こ う じ っ せ ん しめ

何を拝みながら信仰を実践したのかを示す
しゅう ら く

４つの集落のうちの一つである。
き ん きょう き お お の しゅう ら く おもて

禁教期の大野集落の潜伏キリシタンは、表
む ぶ っ き ょ う と う じ こ

向きは仏教徒や集落内の神社の氏子となり、
し ん こ う た い しょう

神社に自分たちの信仰対象をひそかにまつっ

て拝むことによって信仰を実践した。

また、この地域から多くの潜伏キリシタンが
ご と う れ っ と う り と う ぶ い じ ゅ う

五島列島などの離島部へと移住し、彼らの
きょう ど う た い

共同体が離島各地へと広がることになった。
か い き ん ご ふ っ き そ と め し つ

解禁後はカトリックに復帰し、「外海の出津
しゅう ら く し つ きょう か い ど う かよ

集落」にある出津教会堂に通っていたが、そ
お お の し ゅ う ら く た

の後、大野集落の中心に教会堂を建てたこ
むか

とにより、彼らの「潜伏」は終わりを迎えた。

く ろ し ま し ゅ う ら く せ ん ぷ く し ん こ う

「黒島の集落」は、潜伏キリシタンが信仰の
きょう ど う た い い じ

共同体を維持するに当たり、どのような場所
い じ ゅ う さ き えら しめ しゅう ら く

を移住先として選んだのかを示す5つの集落

のうちの一つである。
な が さ き ち ほ う

19世紀、長崎地方各地の潜伏キリシタン
く ろ し ま ま き ば あ と

の一部は、黒島の牧場跡の再開発のために
しょう れ い き ぞ ん

移住が奨励されていることを知り、既存の集落
きょう ぞ ん

と共存できそうな場所として選んで移住し、
おもて む し ょ ぞ く ぶ っ きょう じ い ん か ん の ん

表向きは所属していた仏教寺院でマリア観音
いの

に祈りをささげながら、ひそかに共同体を維持

した。
か い き ん ご ふ っ き

解禁後はカトリックに復帰し、島の中心部
きょう か い ど う た

に教会堂を建てたことにより、彼らの「潜伏」
むか

は終わりを迎えた。

は ら じょう あ と ほ ん ま る

当時の原城跡本丸
（『原城攻囲図』、東京大学史料編纂所所蔵）

や す ま ん だ け せ き ぞ う ぶ つ ぐ ん

安満岳山頂にある石造物群
し ん じ ん ぐ

信心具として代用された
だ い こ く て ん ぞ う え び す ぞ う

大黒天像（左）と恵比寿像（右）
（個人所蔵）

ひそかに拝まれていた「聖ミカエル」
（写本、長崎歴史文化博物館所蔵）

まつ か ど じ ん じ ゃ

キリシタンを祀る「門神社」 禁教期にすべての島民が
こ う ぜ ん じ

所属していた「興禅寺」

は ら じょう あ と ほ ん ま る

現在の原城跡本丸
な か え の し ま み ず と

中江ノ島での「お水取り」
え ふ み さき つ し ょ う や や く た く

「絵踏」が行われた﨑津庄屋役宅の
あと ち た さき つ きょう かい

跡地に建つ現在の崎津教会

た か だ い た し つ き ょ う か い

高台に建つ出津教会
お お の き ょ う か い ど う

大野教会堂
し ょ だ い く ろ し ま て ん し ゅ ど う あ と ち た

初代黒島天主堂の跡地に建つ
く ろ し ま て ん し ゅ ど う

現在の黒島天主堂

1211

撮影／日暮 雄一 撮影／池田 勉

撮影／日暮 雄一

撮影／池田 勉 撮影／池田 勉

12の構成資産
Hidden

Christian Sites
in the Nagasaki

Region



❽ ❾ ❿ ⓫ ⓬

の ざ き じ ま し ゅ う ら く あ と

野崎島の集落跡
か し ら が し ま し ゅ う ら く

頭ヶ島の集落
ひ さ か じ ま し ゅ う ら く

久賀島の集落

な る し ま え が み し ゅ う ら く

奈留島の江上集落
え が み て ん し ゅ ど う し ゅ う へ ん

（江上天主堂とその周辺）

お お う ら て ん し ゅ ど う

大浦天主堂
世界遺産

登録までの道のり

の ざ き じ ま しゅう ら く あ と せ ん ぷ く

「野崎島の集落跡」は、潜伏キリシタンが
し ん こ う きょう ど う た い い じ

信仰の共同体を維持するに当たり、どのよう
い じ ゅ う さ き えら しめ

な場所を移住先として選んだのかを示す5つ
しゅう ら く

の集落のうちの一つである。
そ と め ち い き

19世紀、外海地域から各地へ広がった
お き の こ う じ ま じ ん じ ゃ

潜伏キリシタンの一部は、沖ノ神嶋神社の
し ん か ん う じ こ の ざ き じ ま

神官と氏子しか人が住んでいなかった野崎島
て き ち

を移住の適地として選んで移住し、神社の

氏子として信仰をカモフラージュしながら、

ひそかに共同体を維持した。
か い き ん ご ふ っ き の ざ き じ ま

解禁後はカトリックに復帰し、野崎島の
きょう か い ど う

中央部と南部の2つの集落にそれぞれ教会堂
た

を建てたことにより、彼らの「潜伏」は終わり
むか

を迎えた。

かしら が し ま しゅう ら く せ ん ぷ く し ん こ う

「頭ヶ島の集落」は、潜伏キリシタンが信仰
きょう ど う た い い じ

の共同体を維持するに当たり、どのような
い じ ゅ う さ き えら しめ

場所を移住先として選んだのかを示す5つ
しゅう ら く

の集落のうちの一つである。
そ と め ち い き

19世紀、外海地域から各地へ広がった
り ょ う よ う ち

潜伏キリシタンの一部は、病人の療養地とし
かしら が し ま て き ち

て人が近づかなかった頭ヶ島を移住の適地
ぶ っ き ょ う と か い た く し ど う し ゃ

として選び、仏教徒の開拓指導者のもとで

信仰をカモフラージュしつつ移住し、ひそか

に共同体を維持した。
か い き ん ご ふ っ き き ん き ょ う き

解禁後はカトリックに復帰し、禁教期にお
や し き きょう か い ど う た

ける指導者の屋敷の近くに教会堂を建てた
むか

ことにより、彼らの「潜伏」は終わりを迎えた。

ひ さ か じ ま しゅう ら く せ ん ぷ く し ん こ う

「久賀島の集落」は、潜伏キリシタンが信仰
きょう ど う た い い じ

の共同体を維持するに当たり、どのような
い じ ゅ う さ き えら しめ

場所を移住先として選んだのかを示す5つ
しゅう ら く

の集落のうちの一つである。
そ と め ち い き

18世紀後半以降、外海地域から各地へ広
ご と う は ん

がった潜伏キリシタンの一部は、五島藩が
せ っ きょく て き ひ さ か じ ま か い た く い み ん

積極的に久賀島に開拓移民を受け入れて
き ぞ ん しゅう ら く きょう ぞ ん

いることを知り、既存の集落と共存できそう
ぎょ ぎょう のう ぎょう

な場所として選んで移住し、漁業や農業で
ご じ ょ か ん け い きづ

彼らと互助関係を築きながら、ひそかに

共同体を維持した。
か い き ん ご ふ っ き

解禁後はカトリックに復帰し、島内の各
きょう か い ど う た

集落に教会堂を建てたことにより、彼らの
むか

「潜伏」は終わりを迎えた。

な る し ま え が み しゅう ら く え が み て ん し ゅ ど う しゅう

「奈留島の江上集落（江上天主堂とその周
へん せ ん ぷ く し ん こ う きょう ど う た い

辺）」は、潜伏キリシタンが信仰の共同体を
い じ い じ ゅ う さ き

維持するに当たり、どのような場所を移住先
えら しめ しゅう ら く

として選んだのかを示す5つの集落のうちの

一つである。
そ と め ち い き

19世紀、外海地域から各地へ広がった
な る し ま ひ と ざ と は な

潜伏キリシタンの一部は、奈留島の人里離
た に あ い い じ ゅ う て き ち

れた海に近い谷間を移住の適地として選び、
ち せ い て き お う し ど う し ゃ

地勢に適応しながら指導者を中心として

ひそかに共同体を維持した。
か い き ん ご ふ っ き わ

解禁後はカトリックに復帰し、集落内の湧
みず めぐ ぼ う ふ う すぐ きょう か い ど う

き水に恵まれ防風に優れた場所に教会堂を
た

建てたことにより、彼らの「潜伏」は終わりを
むか

迎えた。

お お う ら て ん し ゅ ど う せ ん ぷ く

「大浦天主堂」は、「潜伏」が何をきっかけと
しめ こ う せ い し さ ん

して終わったのかを示す構成資産である。
か い こ く ら い に ち せ ん きょう し せ ん ぷ く

日本の開国により来日した宣教師と潜伏キ
お お う ら て ん し ゅ ど う

リシタンは、2世紀ぶりに大浦天主堂で出
し ん と は っ け ん

会った（「信徒発見」）。

その後に続く大浦天主堂の宣教師と各地
しゅう ら く し ど う し ゃ せ っ しょく

の潜伏キリシタン集落の指導者との接触に
て ん き おとず ふ っ き

よって転機が訪れ、カトリックへ復帰する者
し ん こ う け い た い

や、引き続き自分たちの信仰形態にとどまる
し ん と う ぶ っ きょう か い しゅう

者、神道や仏教に改宗する者に分かれ、
むか

「潜伏」は終わりを迎えることになった。

ふ な も り し ゅ う ら く あ と

舟森集落跡
か い た く し ど う し ゃ ま え だ け はか

開拓指導者である前田家の墓
※私有地のため立ち入りはご遠慮ください。

え い り しゅう ら く か ん の ん

永里集落のマリア観音
（堂崎天主堂キリシタン資料館所蔵）

ゆか

床を高く上げた様子
お お う ら て ん し ゅ ど う な い か ん

大浦天主堂の内観

しょ だ い の く び き ょ う か い あと ち そ ば た

初代野首教会の跡地の側に建つ
き ゅ う の く び き ょ う か い

旧野首教会

か り せ い ど う あ と ち た

「仮の聖堂」の跡地に建つ
かしら が し ま て ん し ゅ ど う

現在の頭ヶ島天主堂

き ゅ う ご り ん き ょ う か い ど う

旧五輪教会堂
え が み て ん し ゅ ど う

江上天主堂
お お う ら て ん し ゅ ど う

大浦天主堂

1413

撮影／日暮 雄一 撮影／池田 勉

撮影／池田 勉 撮影／池田 勉

撮影／池田 勉 撮影／池田 勉

撮影／池田 勉

ユネスコ世界遺産

委員会での審査・登録

せ ん も ん き か ん

専門機関による

現地調査

国からユネスコに

推薦書提出

か く ぎ り ょ う か い

閣議了解による決定

ぶ ん か し ん ぎ か い

国の文化審議会

による審議

す い せ ん しょ げ ん あ ん

推薦書原案や

各種資料の作成

ユネスコ世界遺産
ざ ん て い い ち ら ん ひ ょ う

暫定一覧表へ登録

平成19年

平成28年

平成29年2月1日まで

平成29年9月

平成29年1月

平成30年7月
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ウェブサイト「おらしょ－こころ旅」

総合ポータルサイト 「潜伏キリシタン関連遺産」
バーチャルツアー

15 1６

制作月 2018年2月（2018年7月改修）

内 容 世界遺産としての価値や構成資産保護に向けた取り組
み、見学マナーなど「潜伏キリシタン関連遺産」に関係す
るすべての情報を網羅。パンフレットや映像など他の情
報発信媒体も掲載するとともに、関係県市町や長崎と天
草地方の潜伏キリシタン関連遺産インフォメーションセン
ターのウェブサイト、ウェブサイト「おらしょ―こころ旅」、
「ながさき旅ネット」などともリンクしています。

種 類 日本語版、英語版、韓国語版、スペイン語版、
フランス語版、中国語版（簡体・繁体）

URL http://kirishitan.jp

制作月 2018年2月

内 容 各構成資産上空に設けた視点場から、上下・左右・拡大
縮小と閲覧者が任意の場所を見ることができます。世界
遺産としての価値にも直結する地理的な背景や文化的
な景観などを視覚的に理解することができます。各構成
資産や資産内の世界遺産としての価値に貢献している
要素などの説明については、総合ポータルサイトとリンク
しています。

種 類 日本語版、英語版

URL http://oratio.jp/virtualtour

制作月 2014年5月

内 容 「長崎と天草地方のキリスト教関連歴史文化遺産
群」の登録資産をコラムと共に紹介しています。
また、世界遺産やキリスト教などにまつわる身近な
話題を紹介した「おらしょ通信」、周遊ルートを紹介
した「ぶらり旅」及び写真家の観点から魅力を紹介
した「フォト巡礼」を定期的に公開しています。

種 類 日本語版、英語版、韓国語版、仏語、中国語

URL httpｓ://oratio.jp
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❶～⓬ 世界遺産構成資産
◆ 情報発信拠点施設（サテライト）
◆ 公開・活用施設

｜構成資産に関する施設｜

❶原城跡 （長崎県南島原市）
みなみ しま ばら し あり ま い さん き ねん かん

◆ １ 南島原市有馬キリシタン遺産記念館
しま ばら じょう

◆ 2 島原城

❷❸平戸の聖地と集落 （長崎県平戸市）
まつ うら し りょう はく ぶつ かん

◆ ３ 松浦史料博物館
ひら ど し いき つき ちょう はく ぶつ かん しま やかた

◆ ４ 平戸市生月町博物館 島の館
ひら ど し きり し たん し りょう かん

◆ ５ 平戸市切支丹資料館
かす が しゅう らく あん ない じょ

◆ 6 春日集落案内所（かたりな）

❹天草の﨑津集落 （熊本県天草市）
あま くさ し りつ あま くさ かん

◆ ７ 天草市立天草コレジヨ館
あま くさ し さき つ し りょう かん や

◆ ８ 天草市﨑津資料館みなと屋
あま くさ し りつ あま くさ かん

◆ ９ 天草市立天草ロザリオ館
あま くさ し りつ あま くさ かん

◆10 天草市立天草キリシタン館
れい ほく まち れき し し りょう かん

◆11 苓北町歴史資料館
あま くさ し ろう

◆12 天草四郎ミュージアム

❺外海の出津集落 （長崎県長崎市）

❻外海の大野集落 （長崎県長崎市）
てん ぷく じ

◆13 天福寺
なが さき し えん どう しゅう さく ぶん がく かん

◆14 長崎市遠藤周作文学館
そと め せん ぷく ぶん か し りょう かん

◆15 外海潜伏キリシタン文化資料館
なが さき し そと め れき し みん ぞく し りょう かん

◆16 長崎市外海歴史民俗資料館

❼黒島の集落 （長崎県佐世保市）
くろ しま

◆17 黒島ウェルカムハウス
くろ しま てん しゅ どう し りょう しつ

◆18 黒島天主堂資料室

❽野崎島の集落跡 （長崎県小値賀町）
お ぢ か ちょう れき し みん ぞく し りょう かん

◆19 小値賀町歴史民俗資料館
の ざき じま

◆20 野崎島ビジターセンター

❾頭ヶ島の集落 （長崎県新上五島町）
しん かみ ご とう ちょう げい ひん かん

◆21 新上五島町鯨賓館ミュージアム
せ かい い さん かしら が しま しゅう らく

◆２2 世界遺産頭ヶ島の集落インフォメーションセンター

❿久賀島の集落 （長崎県五島市）
ご とう かん こう れき し し りょう かん

◆23 五島観光歴史資料館
どう ざき てん しゅ どう し りょう かん

◆24 堂崎天主堂キリシタン資料館
ひさ か じま かん こう こう りゅう きょ てん

◆25 久賀島観光交流拠点センター
ひさ か じま せん ぷく し りょう かん

◆26 久賀島潜伏キリシタン資料館

⓫奈留島の江上集落（江上天主堂とその周辺） （長崎県五島市）
な る しま せ かい い さん

◆27 奈留島世界遺産ガイダンスセンター
ど い の うら きょう かい き ねん かん

◆28 土井ノ浦教会カリスト記念館

⓬大浦天主堂 （長崎県長崎市）
なが さき あま くさ ち ほう せん ぷく かん れん い さん

◆29 長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産インフォメーションセンター
おお うら てん しゅ どう はく ぶつ かん

◆30 大浦天主堂キリシタン博物館
なが さき れき し ぶん か はく ぶつ かん

◆31 長崎歴史文化博物館
に ほん に じゅう ろく せい じん き ねん かん

◆32 日本二十六聖人記念館
うら かみ し りょう かん

◆33 浦上キリシタン資料館
なが さき じゅん しん だい がく はく ぶつ かん

◆３４ 長崎純心大学博物館

その他
おお むら し りつ し りょう かん

◆３５ 大村市立史料館
なか うら き ねん こう えん し りょう かん

◆３６ 中浦ジュリアン記念公園（資料館）

構成資産の公開
Hidden

Christian Sites
in the Nagasaki

Region

歩いて巡る「世界遺産巡礼の道」ルートブック

制作月 20２２年３月

内 容 「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の１２の構成
資産をたどりながら、歴史に刻まれた人々の歩みを体感し、
また、離島半島に暮らす人々との出会いや交流を体験する
ことができます。


